
地
域
防
災
計
画
は
、
福

井
県
原
発
群
の
事
故
想
定
を

加
え
る
な
ど
、
全
面
的
に
見

直
す
べ
き
。
見
直
し
の
た
め

に
、
住
民
が
参
加
し
た
会
議

を
設
置
し
て
進
め
る
べ
き
。

災
害
に
備
え
た
各
種
備
蓄
品

の
確
保
、
避
難
所
支
援
体
制

の
強
化
を
求
め
る
。

危
機
管
理
監

東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
で
支
援
活
動

を
行
っ
た
職
員
の
意
見
を
踏

ま
え
、
避
難
所
の
環
境
整
備
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
広

報
活
動
の
あ
り
方
な
ど
検
討

し
て
い
る
。
事
故
対
策
編
に
、

原
発
事
故

に
関
す
る
事

項
を
入
れ
た
い
。
市
民
の
目

線
に
立
っ
た
見
直
し
は
必
要

だ
が
、
行
政
計
画
で
あ
り
、

見
直
し
の
会
議
に
住
民
代
表

に
入
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
現

時
点
で
考
え
て
い
な
い
。
自

主
防
災
組
織
の
方
の
意
見
を

集
約
す
る
中
で
見
直
し
を
行

っ
て
い
く
。

広
域
的
な
流
通
備
蓄
の
連

携
に
よ
り
全
体
的
な
備
蓄
を

補
っ
て
お
り
、
市
内
流
通
業

者
と
も
新
た
な
協
定
に
向
け

協
議
を
行
っ
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
観

点
か
ら
避
難
所
ボ
ー
ド
や
防

災
用
畳
の
備
品
を
順
次
購
入

し
て
い
く
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
待
機
者
を
な
く
し
、
高
齢

者
が
安
心
で
き
る
よ
う
、
入

所
施
設
の
拡
充
を
求
め
る
。

保
健
福
祉
部
長

待
機
者

が
多
く
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
り
、
施
設
整
備
の
必
要

性
は
認
識
し
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

本
市
へ
の
経
済
的
影
響
に
つ

い
て
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
て
い
る
の
か
。
利

子
補
給

制
度
の
来
年
以
降

の
継
続
を
求
め
る
。

経
済
環
境
部
長

商
工
会

を
通
じ
た
５
月
調
査
で
は
、

製
造
業
で
材
料
の
高
騰
、
建

設
業
で
資
材
入
荷
の
遅
延
な

ど
あ
る
が
、
震
災
に
よ
る
地

域
経
済
へ
の
顕
著
な
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

利
子
補
給
制
度
を
継
続
す
る

か
否
か
は
、
経
済
雇
用
動
向

を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

大
住
駅
へ
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を
求
め
る
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

片
町
線
複
線
化
促
進
期
成

同
盟
会
を
通
じ

西
日
本

に
繰
り
返
し
要
望
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ

い
て
、
通
院
も
中
学
校
卒
業

ま
で
助
成
拡
大
を
す
べ
き
と

考
え
る
。

市
長

助
成
対
象
学
年
の

拡
大
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
平
成

年
度
か
ら
、

通
院
に
つ
い
て
、
小
学
校
６

年
生
ま
で
拡
大
す
る
よ
う
担

当
部
局
に
指
示
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

放
射
線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
の
進
捗
に
つ
い
て
、
実

施
計
画
や
測
定
場
所
、
頻
度

な
ど
を
問
う
。

危
機
管
理
監

市
域
に
お

け
る
空
間
放
射
線
量
や
土
壌

の
表
面
汚
染
の
状
況
を
測
定

す
る
た
め
、
す
で
に

放
射

線
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
要

領

を
作
成
し
て
い
る
。

測
定
場
所
は
、
市
内
の
公

立
学
校
等
を
中
心
と
し
た
約

ケ
所
で
、
測
定
間
隔
は
、

２
週
に
１
回
程
度
。
空
間
測

定
は
、
地
上
１

、
土
壌
表

面
は

で
計
測
。
作
業
は

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
職
員
を

配
置
し
て
計
測
。
結
果
に
つ

い
て
は

等
で
公
表
す
る

よ
う
考
え
て
い
る
。

再
生
可
能
・
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
に
つ
い
て

水

道
水
流
を
活
用
し
た
水
力
発

電
を
。
浄
水
場
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
設
置
を
。

農
業
用

水
の
利
用
で
小
水
力
発
電
を
。

市
の
公
共
施
設
に
太
陽
光

発
電
を
。

再
生
可
能
・
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
す
る

庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
研
究
検
討
を
す
す
め
よ
。

水
道
部
長

本
市
の
水

道
施
設
配
置
は
施
設
間
の
高

低
差
を
利
用
す
る
発
電
に
は

適
し
て
い
な
い
。
宮
ノ
口
受

水
場
で
の
京
都
府
営
水
道
送

水
管
の
残
圧
利
用
に
つ
い
て

検
討
し
た
が
、
設
置
ス
ペ
ー

ス
、
導
入
コ
ス
ト
の
採
算
が

取
れ
な
い
た
め
実
現
に
は
至

っ
て
い
な
い
。

経
済
環
境
部
長

本
市

の
農
業
用
水
は
、
小
規
模
で

恒
常
的
に
流
れ
て
お
ら
ず
、

小
水
力
発
電
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て
は
、

公
共
施
設
の
整
備
状
況
や
コ

ス
ト
問
題
な
ど
を
十
分
に
踏

ま
え
、
引
き
続
き
導
入
を
検

討
し
た
い
。

国
・
府
で
の

検
討
を
踏
ま
え
、
導
入
に
つ

い
て
庁
内
の
既
存
調
整
会
議

な
ど
で
検
討
を
考
え
た
い
。

教
育
問
題
に
つ
い
て
。

一
学
期
終
了
時
は
テ
ス
ト
範

囲
が
広
く
、
生
徒
に
負
担
を

か
け
て
い
る
。
学
校
の
都
合

で
は
な
く
、
生
徒
主
体
の
学

力
テ
ス
ト
に
重
点
を
。
教
育

委
員
会
の
役
割
と
学
校
機
関

の
役
割
は
。

教
育
部
長

学
校
長
が
学

校
の
状
況
に
応
じ
て
決
め
、

適
切
な
判
断
を
す
る
。

条
例
制
定
に
つ
い
て
。

不
適
合
立
地
建
造
物
に
つ

い
て
。
上
乗
せ
規
制
の
必
要

が
な
い
こ
と
は
、
同
じ
対
応

で
や
り
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

法
律
を
補
い
改
善
し
市
独
自

の
条
例
を
制
定
す
べ
き
。
市

民
の
意
見
を
取
り
入
れ
対
応

し
な
け
れ
ば
潤
い
の
な
い
街

に
な
る
。

建
設
部
長

本
市
と
し
て

も
研
究
は
す
べ
き
と
思
う
。

駅
前
問
題
の
環
境
美
化
に

つ
い
て
。
新
田
辺
駅
前
は
煙

草
や
飲
食
物
の
残
骸
が
多
い
。

公
共
の
場
を
美
し
く
保
つ
の

は
市
の
任
務
で
あ
る
。
環
境

美
化
の
観
点
か
ら
、
市
独
自

の
条
例
を
定
め
る
よ
う
要
請

す
る
。

経
済
環
境
部
長

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
、

毎
日
清
掃
し
て
い
る
。

鳥
獣
の
駆
除
に
つ
い
て
。

駅
前
で
椋
鳥
が
大
量
発
生
し
、

騒
音
や
フ
ン
被
害
に
対
し
調

べ
た
と
こ
ろ
、
対
抗
策
と
し

て

薬
剤
で
被

害
が
全
て
出
な
く
な
っ
た
と

い
う
報
告
が
あ
る
。
直
ち
に

実
施
さ
れ
た
い
。

経
済
環
境
部
長

ど
れ
だ

け
の
効
果
が
あ
る
か
今
後
研

究
し
て
い
く
。

保
育
所
問
題
に
つ
い
て
。

育
児
休
暇
後
等
に
伴
う
中
途

入
所
が
で
き
な
い
。
保
育
士

不
足
が
原
因
。
な
ぜ
保
育
士

確
保
が
で
き
な
い
の
か
。
受

け
入
れ
先
の
保
育
所
の
対
応

に
問
題
が
あ
る
。

総
務
部
長

近
隣
地
域
と

比
較
検
証
し
、
魅
力
あ
る
勤

務
条
件
の
整
備
に
努
め
る
。

公
共
問
題
に
つ
い
て
。

災
害
時
に
緊
急
事
態
が
発
生

し
た
時
の
た
め
に
、
公
衆
電

話
や
防
災
自
動
販
売
機
の
あ

る
場
所
を
加
え
た
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
る
こ
と
を
提
案

す
る
。

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

十
分
検
討
す
る
。

非
核
平
和
都
市
宣
言
を

行
っ
た
が
、
核
は
人
類
と
共

存
で
き
な
い
と
の
認
識
の
下

市
長
は
脱
原
発
を
明
言
し
、

市
民
を
守
る
た
め
に
府
や
国

に
対
し
て
は
た
ら
き
か
け
よ
。

市
長

市
長
会
を
通
じ
て

は
た
ら
き
か
け
て
い
る
。

市
教
委
は
今
春
制
定
さ

れ
た
非
核
平
和
都
市
宣
言
を

学
校
教
育
に
生
か
す
べ
き
だ
。

修
学
旅
行
も
伊
勢
を
や
め
、

広
島
に
行
く
べ
き
だ
と
思
う
。

教
育
部
長

市
民
と
共
に

つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
宣
言
な

の
で
学
習
活
動
に
生
か
す
。

複
数
校
合
同
の
修
学
旅
行
は
、

他
に
な
い
特
色
だ
が
行
き
先

は
そ
の
都
度
検
討
し
て
い
く
。

各
学
校
の
避
難
計
画
を

見
る
と
書
式
や
方
針
が
バ
ラ

バ
ラ
だ
。
教
育
委
員
会
と
し

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

教
育
部
長

指
摘
の
と
お

り
だ
。
３
・

を
契
機
に
統

一
し
た
様
式
に
し
た
い
。

防
災
計
画
を
実
態
に
あ

っ
た
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。

特
に
女
性
や
子
ど
も
へ
の
性

暴
力
は
阪
神
大
震
災
で
も
被

害
は
深
刻
だ
っ
た
と
聞
く
。

備
蓄
物
資
の
見
直
し
、
原
発

事
故
対
応
な
ど
も
含
め
て
市

民
の
安
全
を
守
れ
。

危
機
管
理
監

防
災
計
画

見
直
し
の
際
に
女
性
の
立
場

や
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
対
応

が
必
要
だ
と
思
う
。
原
発
事

故
や
放
射
能
被
害
に
つ
い
て

は
今
後
、
府
の
情
報
も
見
て

防
災
計
画
に
明
記
し
て
い
く
。

通
学
距
離
の
長
い
校
区

の
安
全
対
策
を
図
る
べ
き
だ
。

教
育
部
長

安
全
指
導
員

の
配
置
、
問
題
箇
所
の
点
検
、

カ
ラ
ー
塗
装
、
保
護
者
へ
の

安
全
連
絡
メ
ー
ル
、
児
童
・

生
徒
へ
の
安
全
教
室
等
を
通

じ
て
、
安
全
対
策
を
進
め
る
。

６
月
議
会
に
引
き
続
き

職
員
採
用
の
公
平
・
公
正
さ

を
問
う
。
若
い
人
た
ち
が
採

用
試
験
に
向
け
て
真
面
目
に

努
力
し
て
い
る
の
に
公
社
等

か
ら
職
員
を
横
滑
り
採
用
す

る
の
は
到
底
納
得
い
か
な
い

し
、
市
民
の
理
解
を
得
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
学
研
土

地
開
発
公
社
の
仕
事
を
す
る

職
員
を
市
で
雇
用
す
る
現
状

は
お
か
し
い
。
城
南
滞
納
整

理
組
合
で
も
同
様
な
事
例
が

あ
る
。
市
長
の
考
え
を
示
せ
。

市
長

意
見
と
し
て
伺
う
。

上

田

毅

議
員
（
無
会
派
）

次

田

典

子

議
員
（
無
会
派
）

塩

貝

建

夫

議
員
（
共
産
党
）

青

木

綱
次
郎

議
員
（
共
産
党
）

本市のハザードマップ

定期考査の回数が異なる
田辺中学校と大住中学校

京都で開かれた脱原発集会

ケ月児発達相談の様子

年（平成 年） 月 日


